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コミュニケーションは
恐怖を煽ることができる

憎しみを増幅することができる

秘密を明らかにすることができる

愛や尊敬を伝えることができる

誤解を解くことができる

和解を促進することができる

憎しみを溶かすことができる

恐怖を鎮めることができる

勇気を与えることができる

恐れずにすむ賢さを広げることができる

知識を広めることができる



戦争を抑止するコミュニケーションは

共感を促す　sympathy
理性を呼び覚ます　literacy
情報を伝達する　information
人間の品格を触発する　humanity



「たったひとりで戦争を止めたヒラのゲリラ兵」
ブーゲンビル島のジェームズ・タニスの事例

・現在パプアニューギニアから独立中



パプアニューギニアとブーゲンビル島



死ぬのはいやだと思った

・鉱物資源豊かな小さな島
・独立をめぐり二派に分かれ内戦
・戦争の原因を徹底的に調べた
・英語がしゃべれるようになった
・インターネットを使った
・鉱山会社が双方に武器を提供してた
・戦争を止めなければと思った

・わざと相手をはずし頭上の空を撃つ
・We love you と書いたビラをまく
・相手を見つけ手を振り笑って逃げる
・将軍の前に全員で武器を並べ、やるな
らあなたがやってください、僕たちはも
う戦いません、と言った
・PNとの和平交渉役をかってでた



タニスの事例に思うこと

ユーモアには好戦意欲を減退させる効果がある

たとえ敵でも、にっこり笑って手を振っている人を撃つ兵士はなかな
かいない

人間らしさを思い起こさせる表現が効果的

「死にたくない」と本気で思ったときから、まったく字も読めない文
盲だったのに、英語もインターネットもできるようになった

教育が暴力を止めた（自発的な教育が）

苦しくてもチャーミングに接しよう、という勇気が敵方の気持ちを溶
かしたのか

小さな事例、のどかな島のお話、だとしても、底辺のたったひとりの
ゲリラ兵が戦争を止めようと言い出して、味方に広がり、そのうち敵
にも伝わって、結果戦争が止まった、という意義は大きい



戦争の種は何か
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戦争抑止力としてのコミュニケーションは
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戦争の根本原因は何か

戦争の原因は「教育の失敗、文化の敗北」

この場合の教育は「上から与えられるもの」とは限らない、
広い意味での「文化の伝承」

「戦争」の対語は「平和」ではなく「教育」なのではないか

教育の失敗←共感性の欠落（人を人とも思わない）



文化とはなにか

ほんとうのこころのゆたかさ

自分のために他人の財産や命を奪うことは人間として卑しい行為
だと知ること

戦わなくても共存できる方法を話し合って（コミュニケーションを
とって）探していく勇気

ヒューマニティ

具体的に言うと「よみかきそろばん」

特に「そろばんのはじきすぎ」「もうけすぎ」「自分だけひとり
じめすること」は人道に反する破滅への道だと知っていること



自発的な気づき（戦争をしない、戦争をやめる）を促すには、
どんなメディアが適しているか

ポスター（色や写真が使える。一枚で何人も見る）

チラシ（持って帰って人に見せることができる）

戦争に巻き込まれる可能性の高い人たち層（＝文化不足層＝教育
不足層）に自発的情報取得（自ら知ったと思える確信）してもらう
ためには、文字をたくさん読まなくていい映像が適している

映像制作の技術コストが世界的に急速に下がり、戦争を望む人で
はなく、全ての戦争を望まない草の根市民に即時行き渡ることを
望む

音楽



ピースアド事例1「ぬりえピースプラカード新聞広告」



ピースアド（平和広告）：表現づくりの上で大切なこと

共感性
ユーモア
人間的な勇気
チャーミングであること
セクシーであること
せっかくの文化を享受しようよと呼びかけているように
文化的でクリエイティブであること



草の根メディア「口コミ」

1日目に「あることを知っている」ひとりの人がいました。

2日目そのひとりの人は「あること」を別のひとりの人に伝えます。

3日目それぞれがまた別のひとりに伝えます。

毎日ひとりのひとに全員が伝えていったら。「あること」を日本全国
の人が知るのは何日目でしょう。日本の人口は2億2700万人です。



口コミの威力「28日理論」
最初はたったひとりでも28日で日本全人口が知ることになる



1 1
2 2
3 4
4 8
5 16
6 32
7 64
8 128
9 256
10 512
11 1024
12 2048
13 4096
14 8192
15 16384
16 32768
17 65536
18 131072
19 262144
20 524288
21 1048576
22 2097152
23 4194304
24 8388608
25 16777216
26 33554432
27 67108864
28 134217728
29 268435456



ピースアドCM

カンヌ広告祭受賞作品
ほっとけない世界のまずしさ



「武器」と「メディア」は双方「取り扱い注意」

武器もメディアもシビリアンコントロールしていかなく
てはならない。
武器や軍隊をシビリアンコントロールするより、いっ
たんそうでなくなってしまったメディアを再びシビリア
ンコントロールする方が難しいかもしれない。→日本
の民主主義が試されている



火種と火消しの網

戦争は突然起こるのではない。メカニズムがある。

戦争には火種と火消しがある。

このことが一般的には知られていない。

火種を消す技術もかなり発達してきた。

火種を監視し必要なタイミングで資金調達し火消しを送り込む
連携動作のネットワークを早急に構築する必要がある。

http://www.cmi.fi/

http://www.peacedirect.org/

http://www.cmi.fi
http://www.cmi.fi
http://www.peacedirect.org
http://www.peacedirect.org


Let’s build our city on peace


